
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今冬一番の大雪となった１月１４日、和南津地区の地
域おこし団体である「わくわく和南美」とＰＴＡの協⼒
で⼩正月の伝統⾏事である「⿃追い」が⾏われました。
夕方、集会所に集まった子ども達約３０人は、蓑帽子を
かぶり、拍子木の音に合わせ⿃追いの唄を歌いながら、
和南津地区内を１時間かけて回りました。 
 「元気で大きくなってね」と優しい声をかけられ、家
の前でお菓子などを⼿渡されると、「福の神が舞い降り
た」と大きな声でお返しをしていました。 



                      

○
川
口
地
域
の
子
育
て
環
境
を 

テ
ー
マ
に
分
科
会
を
設
置 

 

川
口
地
域
委
員
会
で
は
平
成
27

年
度
に
、
子
育
て
環
境
を
調
査
・
検

討
す
る
分
科
会
（
分
科
会
長
：
星
野

晃
男
さ
ん
・
東
川
口
）
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。 

分
科
会
で
は
今
ま
で
、
川
口
地
域

内
の
保
育
園
の
視
察
や
保
護
者
懇
談

会
の
開
催
の
ほ
か
、
小
学
校
２
年
生

ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者
全

員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

         

 

○
保
育
環
境
の
厳
し
さ
を
実
感 

 
 

分
科
会
の
活
動
の
中
で
、
特
に
保

育
園
環
境
の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。 

・
築
38
年
経
過
し
て
い
る
東
川
口
保

育
園
に
お
い
て
、
床
暖
房
が
使
用

で
き
な
い
こ
と
や
結
露
に
よ
る
カ

ビ
が
発
生
し
て
い
る
。 

・
東
川
口
・
西
川
口
保
育
園
が
全
て

の
未
満
児
保
育
に
対
応
で
き
る
間

仕
切
り
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

０
歳
児
は
西
川
口
保
育
園
、
１
・

２
歳
児
は
東
川
口
保
育
園
で
保
育

を
行
っ
て
い
る
。 

・
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足 

な
ど
、多
く
の
課
題
・
問
題
が
あ
り
、

さ
ら
に
詳
し
く
調
査
を
進
め
ま
し
た
。 

         

○
保
護
者
か
ら
の
切
実
な
訴
え 

  

ア
ン
ケ
ー
ト
や
保
護
者
懇
談
会
で

は
、
保
育
環
境
に
つ
い
て
様
々
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
の
保
育

や
給
食
な
ど
は
満
足
度
が
高
か
っ
た

も
の
の
、
未
満
児
保
育
や
保
育
料
、

公
園
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
改
善

の
要
望
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。 

 

特
に
、未
満
児
保
育
に
つ
い
て
は
、

入
園
後
０
歳
児
と
１
・
２
歳
児
が

別
々
の
園
に
な
り
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
と
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

は
強
く
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

           

○
分
科
会
で
熱
心
な
検
討 

  

分
科
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
よ
り
よ
い
保

育
環
境
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
市
へ
要
望
す
る
に
あ
た
っ

て
、
延
べ
９
回
の
会
議
、
和
島
地
域

へ
の
視
察
、
総
代
会
へ
の
説
明
な
ど

を
行
っ
て
要
望
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

  

○
３
つ
の
要
望
を
市
へ
提
出 

 
 

分
科
会
に
お
い
て
検
討
し
、
川
口

地
域
委
員
会
に
お
い
て
了
承
さ
れ
た

要
望
内
容
は
、
左
記
の
と
お
り
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
添
え 

                             

  

  

て
長
岡
市
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
は
、
市
の
各
担
当
部
局
が
、

検
討
に
入
り
ま
す
。 

        

 
  

～
川
口
地
域
の
子
育
て
環
境
改
善
に
向
け
て
～ 

川
口
地
域
委
員
会
が
要
望
書
を
提
出

 

川
口
地
域
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
「
若
い
人
た
ち
が
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
と
は
？
」
を
検
討
テ
ー
マ
と
し
て
調
査
・

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
要
望
書
が
完
成
し
、 

12
月
22
日
、
長
岡
市
長
宛
て
に
提
出
し
ま
し
た
。 

中野地域政策監に要望書を⼿渡す⼩宮⼭委員⻑ 

⻄川⼝保育園視察 

保護者懇談会

要望内容（原文） 
 
①保育環境の改善に向け、東川口保育園及び西川口保育園を統合し、新たに統合保育園の新

設を要望いたします。 

 

②統合保育園の設置場所については、子育てに関するアンケート及び保護者懇談会の意見・

要望から、川口小学校及び川口中学校の周辺を要望いたします。併せて、放課後児童ふれ

あい広場（児童クラブ）についても、現在設置されている川口文化会館が老朽化し、なお

かつ狭隘であることから、児童の安全や保護者の送迎などを考慮し、川口小学校又は統合

保育園内の設置をお願いいたします。 

 

③子育てに関するアンケート及び保護者懇談会で意見・要望の多かった、子どもが安全に遊

べるように公園の整備を進めるよう要望いたします。併せて、川口運動公園のほか、地域

内にある公園の遊具の充実を図っていただきますようお願いいたします。 

要望書やアンケート結果などはHPで閲覧できます。 
長岡市HP（http://www.city.nagaoka.niigata.jp/）から 

総合メニュー →市政→地域委員会→川口地域委員会→平成２８年度第２回会議録 

２



申
告
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
告
期
間
中
は
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
「
事
前
申
告
相
談
会
」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
   

市
民
税
・県
民
税
の 

申
告
が
必
要
な
人 

 

平
成
29
年
１
月
１
日
に
長
岡
市
に

住
ん
で
い
る
方
で
、
次
の
①
～
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人 

①
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な
ど
の
収
入

が
あ
っ
た
人 

②
収
入
が
な
く
、
長
岡
市
に
住
所
の
あ

る
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人 

※
収
入
の
な
か
っ
た
人
で
も
、
国
民
健

康
保
険
料
の
算
定
や
各
種
の
申
請
及

び
所
得
課
税
証
明
書
発
行
の
た
め
、

申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

③
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
の
人
や
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
各

種
控
除
を
申
告
さ
れ
る
人 

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
申
告
が
不
要
で

す
。 

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人 

○
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
い
る
人 

      

市
民
税
・県
民
税
の 

申
告
相
談
会
の
ご
案
内 

■
期
間
＝
２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15

日
（
水
）・
平
日
の
み 

■
受
付
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分 

■
会
場
＝
川
口
支
所
１
階
特
設
会
場 

《
持
参
す
る
も
の
》 

・
源
泉
徴
収
票
（
原
本
） 

・
印
鑑 

・
収
支
内
訳
書
（
農
業
所
得
等
事
業
所

得
の
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書
を
作

成
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
） 

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
領
収
書

（
個
人
ご
と
に
集
計
を
し
て
お
越
し

く
だ
さ
い
） 

・
各
種
控
除
証
明
書
（
国
民
健
康
保
険

料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
等
） 

・
通
知
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

用
）
と
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な
ど

の
本
人
確
認
書
類 

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

確
認
と
本
人
確
認
用
） 

  

※
平
成
28
年
分
以
降
の
市
民
税
・県
民

税
申
告
及
び
確
定
申
告
の
際
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）の
記
載
と
本
人

確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付

が
必
要
で
す
。 

 

事
前
申
告
相
談
会
の
ご
案
内 

 

申
告
期
間
中
の
混
雑
を
緩
和
す
る

た
め
、
事
前
申
告
相
談
会
（
予
約
制
）

を
開
催
し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

■
期
間
＝
２
月
６
日
（
月
）
～
２
月
14

日
（
火
）・
平
日
の
み 

■
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

■
会
場
＝
川
口
支
所
１
階
特
設
会
場 

■
予
約
・
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課 

 

 

89
・
３
１
１
２ 

所
得
税
の
確
定
申
告
は 

 
 
 
 
 
 

小
千
谷
税
務
署
で 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
や
雑
損

控
除
、
譲
渡
所
得
（
土
地
・
株
式
等
）

や
青
色
申
告
に
つ
い
て
は
、
小
千
谷
税

務
署
（
会
場
＝
小
千
谷
市
総
合
産
業
会

館
サ
ン
プ
ラ
ザ
）
で
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

医
療
費
控
除
や
生
命
保
険
料
控
除
な

ど
を
追
加
す
る
簡
易
な
申
告
は
支
所
で

も
受
付
い
た
し
ま
す
。 

 

○
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

89
・
３
１
１
２ 

                                      

                                      

税務署からのお知らせ  

◆ 小千谷税務署の確定申告会場について 
 
会 場 小千谷市総合産業会館サンプラザ３階 
開設期間 ２月１６日（木）～３月１５日（水） 

（土・日を除きます） 
受付時間 午前９時～午後４時  
※申告書の作成には時間を要しますので、お早め（できるだけ午

後２時頃まで）にお越しください。 

※確定申告会場設置期間中は、小千谷税務署庁舎では申告相談を

行っておりませんのでご注意ください。   
◆ 確定申告書は自宅等で作成し郵送で提出できます 
 
 確定申告会場は大変混雑し、来場してから手続きが終了する

まで長時間を要する場合があります。国税庁ホームページ「確

定申告書等作成コーナー」を利用すれば、ご自宅で確定申告書

等が作成できます。提出にあたっては、源泉徴収票や各種控除

の資料など、添付書類も同封してください。  
※詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。 

【国税庁ホームページ】 www.nta.go.jp 

[問合せ先] 

小千谷税務署（自動音声）  83-2090 
※会場施設へのお問い合わせはご遠慮ください 

ＪＲ上越線 ⼩千谷駅前から越後交通バス（総合体育館・サン
ラックおぢや⾏き）「サンプラザ前」停留所下⾞徒歩１分 

291
号

至
越
後
湯
沢

至
長
岡

国
道

Ｊ
Ｒ
上
越
線

小
千
谷
駅

小千谷
市役所

郵便局

サ
ン
プ
ラ
通
り

旭橋

至 十日町

小千谷市総合産業会館

サンプラザ

３ 



                                   

                                   

                                   

                                   

                                   

■タイムスケジュール 
 

１２：００～ うまいもの屋台（ ～１９：３０） 

ジャンボ滑り台（ ～１７：００） 

メッセージキャンドル（ 販売開始 ） 

宝さがし 1 回目１２：４０～ 

２回目１５：３０～   

１２：１０～ 納豆の妖精「ねば～る君」 

ステージショー 

１３：００～ えちごかわぐち雪積み合戦 

（ 小学生の部１３：００～、一般の部１５：００～ ）

１６：００～ 雪灯り点灯（ 会場内、各地域の雪灯り ） 

１８：０５～ キャンドル大抽選会 

１９：３０～ 雪上大花火（ フィナーレ ） 
 

※ 天候等によりイベント内容が変更となる場合があります。 

～かわぐちを彩る 一夜限りの冬ぼたる～ 

えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭

白熱の雪積み合戦や雪上レクリエーションなど楽しいイベント盛りだくさん。日が暮れると、ほんのりとやわらかい

雪灯りが雪原に浮かび上がり、幻想的な世界が広がります。そして、まつりのフィナーレには、華やかな雪上花火が冬

の澄み切った夜空を美しく彩ります。さらに、当日は、納豆の妖精「ねば～る君」が会場に遊びに来ます。 

皆さんお誘い合わせの上、お越しください。 

 
日 時  ２月２５日（土） 正午～午後７時３０分 

会 場  川口運動公園多目的広場 

３万円分の旅⾏券など豪華景品が当たる！
キャンドル大抽選会を今年も開催  

抽選券は、雪灯り用キャンドル５本（１本６０

円）購入で１枚、または、当日の会場内でメッセ

ージキャンドル１本（１本１００円）購入で１枚

進呈。キャンドルは、地域内１５カ所の取扱店で

販売しています。 

シャトルバスを運⾏します♪  
会場付近に十分な駐車スペースがありません。

川口支所と会場間をシャトルバスが、午前１１時

３０分から約３０分おきに運行しますのでご利

用ください。 
また、川口支所と各地区を結ぶ地域バス（黄色

いバス）を臨時運行します。 

参加者大募集  
◆えちごかわぐち雪積み合戦 
（小学生の部、一般の部） 

５人１組のチームで、制限時間内にひたすら雪を積み上げ

て高さを競います。 

優勝賞金５万円（一般の部）を目指して、 

※小学生の部の優勝チームはクオカード１５，０００円分 

応募締切 １月２７日（金）必着 

 （応募多数の場合は抽選） 
 

◆雪灯りづくりボランティア募集 
冬の楽しい思い出づくりに、一緒に幻想的な祭りを作り上

げてみませんか。 

応募締切 ２月１７日（金） 

[問合せ先] 

えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭 
実行委員会事務局（産業建設課内）   89-3113 

  

いざ勝負！ 

４

お祭りの
詳細はこ
ちら 



 
■ 行  事 
２日(木)…「豆まき・お面作り」 

９日(木)…「手遊びと絵本の会」 

１６日(木)…「よさこい＆わくわくタイム」 

２３日(木)…「２月生まれのお誕生会」 

２８日(火)…「赤ちゃん相談」 
 
☆木曜日は、無料バスを運行しています。       

★行き→午前10 時 東川口保育園発 
★帰り→午前11 時30 分 すこやか発 

 ☆アンパンマン教室 
★毎週金曜日の午前１０時から１１時 
 

                                    

                                    

                                    

                                    

                           

▲ すこやかクリスマス会 

３ 金 血液さらさら教室（末広荘） 

７ 火 （えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 

１１ 土 ミニミニ火ぼたる祭（あぐりの里） 

１４ 火 （あぐりの里休館日） 

１９ 日 よってげてぇふれあい市（よってげ亭前） 

２０ 月 血液さらさら教室 

２１ 火 （えちご川口温泉・あぐりの里休館日） 

２３ 木 １歳６カ月児・３歳児健診（末広荘） 

２５ 土 えちごかわぐち雪洞火ぼたる祭（川口運動公園） 

２７ 月
血液さらさら教室（末広荘） 

地域サテライト起業相談会（川口町商工会） 

 
川口地域の人口（H29.1.1 現在）  ※（  ）は前月比 

世帯数 人口 男 女 

1,527 世帯 4,560 人 2,199 人 2,361 人

（＋４） （＋４） （＋４） （±０） 

５ 

事行の２ 月

 
昨年１２⽉２４⽇に⾏わ

れた「すこやかクリスマス
会」。サンタさんの登場にみ
んな大興奮！かわぐっちと
⼀緒に記念撮影をしたり、か
わぐっち体操を踊ったり楽
しい時間を過ごしました。 
７０人を超える参加、どうも
ありがとうございました。 

子育ての駅すこやかからのお知らせ ２月 

◆「豆まき」２⽇（木） 午前１０時３０分 １０時４５分 
みんなの⼼にいる「泣き⾍⻤」や「いやいや⻤」をやっつけまし
ょう！⻤のお⾯も作ります。時間に余裕を持ってお越しください。

長岡駅前にある「起業支援センターながおか」が地域

の商工会を会場に地域サテライト起業相談会を開催しま

す。「いつか起業したい」「どこに相談したらいいかわか

らない」という方、ぜひこの機会に参加してみませんか。

地域サテライト起業相談会のお知らせ

■日程 ２月２７日（月）午後２時～５時 ※要事前予約 
■会場 川口町商工会 会議室 

[申込み先]  起業支援センターながおか   94-5040 
[問合せ先]         商業振興課   39-2228 

[問合せ先] 子育ての駅すこやか  89-3555 

あなたもまちづくりに参加してみませんか 
「地域委員」を公募します

長岡市では、市町村合併の協定に基づき、合併後も行政の目が隅々まで行き届くとともに、地域のことは地域で解決でき、安心し

て生活できる「地域住民と行政が一体となって進めるまちづくり」を行うため、市長の附属機関として地域委員会を設置しています。

市長からの諮問に応じ意見を答申するほか、地域のまちづくりについて調査し市長に提案することができます。 
平成２９年度は地域委員会改選期にあたり、市政に積極的に参加していただくために「川口地域委員会」の委員を募集します。 

■募集人数 

１人 
■任期 

平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日 
■会議の回数 

  １年間に３回程度（全体会）、他に分科会等 
■応募資格 

  原則として、年齢２０歳以上で川口地域に住所を有する

か、川口地域に存する事業所に勤務する人 
■報酬 

  会議１回につき９，１００円（税込み） 
  分科会等での研究活動１回につき４，５００円（税込み） 
■募集期間 

平成２９年２月１日（水）～平成２９年２月１７日（金） 
※当日消印有効 

■応募方法 

封書又はＥメールで、①住所、②氏名、③年齢、④性別、 
⑤職業、⑥電話番号、⑦自己ＰＲを記入の上、レポート 
（８００字程度）と併せて提出してください。 
レポートのテーマは、「私が考える川口地域のまちづくり」

です。 
■選考結果 

  平成２９年３月８日（水）までに選考結果を応募者全員に 
お知らせします。 
 

■申込み・問合せ先 

  〒９４９-７５９２  長岡市東川口１９７４番地２６ 
      川口支所地域振興課   ８９－３１１１ 
        Email kwg-chiiki@city.nagaoka.lg.jp 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森・里・海をつなぐ川の会主催の魚野川河川
工事見学会と講演会が開催されました。当日
は、雪が降る中、６０人を超える参加者が集ま
り、現在やな場周辺の魚野川で行われている河
川掘削工事の進捗状況や伝統工法である「木工
沈床」などの仕組みについて学びました。 

また、長岡技術科学大学の早川名誉教授と日
本大学の安田教授による講演会も行われ、参加
者は真剣に耳を傾けていました。 

１月１１日 

災害に強く魚のすみやすい川づくりを学ぶ
[⻄川⼝地区] 

編集／発行 長岡市川口支所地域振興課 〒949-7592 長岡市東川口 1974 番地 26 
 ：0258-89-3111 FAX：0258-89-2110 E-MAIL：kwg-chiiki@city.nagaoka.lg.jp 

か
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ち

 川⼝地域で活躍する人・団体を紹介します

森・里・海をつなぐ川の会

 
☆ 森・里・海をつなぐ川の会はどんな団体ですか？  

生きものは森から海を行ったり来たりしているんだ。自分が
子どもの頃は、田麦山の川にも魚はいっぱいいたんだよ。高
度成長期に堰堤ができたことで、魚が海から上がって来れ
なくなってしまった。昔のように川に魚がたくさんいるようにな
り、たくさんの子どもたちからまた川で遊んでもらいたいとい
う思いで作った団体なんだ。 

 

☆ どんな活動をしていますか？ 

大学の先生から設計してもらい、平成２３年度に念願だっ
た魚道が田麦山地区を流れる相川川に整備されたんだ。

魚道のある「お魚関門ひろば」は、川遊びや、水辺の生

物などを学べる場所となっているよ。その下流に魚を放流し

たり、夏にはやな場前河川敷で川魚のつかみどりなどのイベ

ントをしているんだ。 
 

☆ これまでどんなことが大変でしたか？ 

 手探りで活動をしているような状況で、魚の放流も何回も

やると人手が足りなくて大変。お魚関門ひろばの草刈りな

ども何とか仲間にお願いして助けてもらっているんだ。また今

は「川は危ないところ。危ないところに行かない子が良い子」

という風潮があって、多くの子から遊びに来てもらえていない

ような気がするなぁ。  
☆ 活動するうえで心掛けていることはありますか？ 

 子どもたちが安全に遊んでもらえることが一番。  
☆ どんな時にやりがいや喜びを感じますか？ 

 子どもたちが川で楽しそうにしている姿をみると、「これはや
められねーな」と思うね！  
☆ 今後の抱負を教えてください 

 たくさんの人から川で遊んでもらえるような環境を頑張って

作っていきたいね。そのためには、たくさんの魚がすむ川にす

ること。また、川の遊びなどを教えたりする指導者を育て

て、増やしていくことも大事なことだよね。  
☆ 最後に川口の皆さんに伝えたいことをどうぞ 

これまでたくさんの人に支えられて何とかここまでこれま

した。これからもどうぞよろしくお願いします。 

魚野川と信濃川の河川空間は川口地域の宝！ 

川をこよなく愛する代表の森山実さん（田麦

山）からお話を伺いました。 

毎年恒例の消防出初め式が行われました。
午前中は支所で川口方面隊の消防出初め

式が行われ、県知事表彰や市長表彰、県消防
協会長表彰などの伝達が行われました。 

午後からは、アオーレ長岡、大手通りを会
場に長岡市全域から総勢１，３００人が集
結。川口方面隊からは、山田方面隊長以下団
員３１人と第５分団積載車１台が参加し、き
びきびとした姿で一斉放水や分列行進を行
っていました。 

１月８日 

防火・防災の決意新たに 
[川⼝支所・アオーレ⻑岡] 

国交省職員による木工沈床の説明


